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図 4 ランカシャボイラの構造とアダムソン接手
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表１㈱ヒラカワにおけるボイラ開発史 

1912年  創立 1971年  2000型（戻り燃焼方式ガス焚）炉筒煙管ボイラ

1922年  コルニッシュボイラ 1974年  HPG型高圧（100kg/cm2）蒸気発生器

1922年  ランカッシャボイラ 1979年  AD型炉筒煙管ボイラ

1933年  機関車型（ケワニ）ボイラ 1981年  ADW型炉筒煙管ボイラ

1944年  平川～ＨＫ－Ａ～B型水管式ボイラ 1982年  MINY型（小規模）炉筒煙管ボイラ

1949年  平川～立て型ボイラ 1984年  サイレントボイラ（ガス蒸気ボイラ）

1953年  100型炉筒煙管ボイラ（誘引通風燃焼方式） 1986年  MINYターボチャージャ型ボイラ

1955年  300型炉筒煙管ボイラ（誘引通風燃焼方式） 1995年  JP型（JAFI理論）水管ボイラ

1960年  500型炉筒煙管ボイラ（加圧通風燃焼方式） 1995年  JF型（JAFI理論）炉筒水管ボイラ

1961年  KLEIN型小型炉筒煙管ボイラ（4パス） 1996年  JS型（JAFI理論）貫流ボイラ

1964年 700型炉筒煙管ボイラ（加圧通風燃焼方式） 2009年  HKM型貫流ボイラ

1965年  UR型炉筒煙管ボイラ（平衡通風燃焼方式） 2011年  CG型潜熱回収ボイラ

1967年  800型（戻り燃焼方式）炉筒煙管ボイラ 2021年  FG-2000型（小規模）炉筒煙管ボイラ

1968年  WTP型水管式ボイラ




